
【この資料のお問い合わせ】 
 福岡県福岡市博多区博多駅東2-10-7 国土交通省 九州地方整備局 企画部 防災課    TEL：092-471-6331 
                                       〃      九州防災・火山技術センター 

～ 南海トラフ巨大地震等への備え ～ 

九州地方整備局の防災力向上の取り組み 

 

 

 
 

■九州地方整備局防災訓練(地震・津波)［平成26年9月1日］ 
南海トラフ巨大地震の発生を想定し、九州西側の事務所等から、東側被災地へ 
TEC-FORCE隊員 約100名、災害対策車両３５台を派遣する実動訓練を九州で初めて実施。 

小型路面清掃車 

カメラ付き照明車により 
被害状況を撮影（佐伯市） 

テレビ会議により現地被害状況を災害対策本部へ報告 

被災が想定される九州東側事務所へ 
西側事務所から支援のため進出拠点に参集 

◎最新鋭「分解組立型(遠隔操縦)バックホウ」を九州で初めて導入。(平成26年3月) 
分解組立型（遠隔操縦） 
バックホウ1.0 ｍ３級 

ヘリ輸送訓練 
（熊本県球磨郡） 

アームを分解 

～九州の多様な災害リスク～ 
 

 九州地方は、地形・地質・気象などの自然条件から、大型の台風襲来や前線豪雨による風水害、土砂災
害、活発な活動を続ける火山の噴火災害などが発生しやすい国土となっています。加えて、南海トラフ巨
大地震が発生した場合、地震・津波により九州東側沿岸部を中心に広域かつ甚大な被害が発生する恐れが
あります。 
 九州地方整備局では、このような大規模災害に備え、九州全体の総合的な防災対応力の向上が図れるよ
う、防災関係機関や地方公共団体等とも連携し、防災力向上の取り組みを行っています。 

新燃岳噴火（ H23年1月) 

【宮崎ブロック】 
 ・対策本部車     １台  
 ・排水ポンプ車   １２台  
 ・照明車        ４台 
 ・衛星通信車     １台 
 ・情報収集車     １台 
 ・その他       １１台 
 ・TF隊員 ５３名／３事務所 

【大分ブロック】 
 ・対策本部車      １台  
 ・排水ポンプ車   １２台  
 ・照明車        ２台 
 ・衛星通信車     １台 
 ・情報収集車     １台 
 ・その他       １０台 
 ・TF隊員 ７２名／５事務所 

【熊本ブロック】 
 ・排水ポンプ車    ５台  
 ・照明車        １台 
 ・船舶          ２隻 
 ・その他        ９台 
 ・TF隊員 ８１名／８事務所 

【福岡ブロック】 
 ・対策本部車        １台  
 ・排水ポンプ車      １０台  
 ・照明車           ３台 
 ・衛星通信車        １台 
 ・情報収集車        １台 
 ・船舶            ２隻 
 ・分解組立型ﾊﾞｯｸﾎｳ  １台 
 ・その他          ２２台 
 ・TF隊員 １４５名／１３事務所 

【九州全体】 
 ・ヘリコプター       １機 
 ・対策本部車         ４台  
 ・排水ポンプ車       ６０台  
 ・照明車           ２４台 
 ・衛星通信車         ４台 
 ・情報収集車         ４台 
 ・船舶             ４隻 
 ・その他の機器等    ７５台 
 ・TEC-FORCE隊員 ６７６名 

（平成２６年９月現在） 

【鹿児島ブロック】 
 ・対策本部車     １台  
 ・排水ポンプ車   １４台  
 ・照明車       １４台 
 ・衛星通信車     １台 
 ・情報収集車     １台 
 ・その他       １３台 
 ・TF隊員 ６９名／７事務所 

【佐賀ブロック】 
 ・排水ポンプ車   ４台 
 ・その他       ５台  
 ・TF隊員 ３７名／３事務所 

【長崎ブロック】 
 ・排水ポンプ車  ３台  
 ・その他      ５台 
 ・TF隊員 ４２名／３事務所 

九州防災 ・火山技術センター 

■各ブロックのTEC-FORCE隊員数と 
災害対策用機械･機器の配備状況 

【本局】 
 ・ヘリコプター    １機 
 ・TF隊員    １７７名 

堤防決壊箇所 

矢部川右岸7k300 

九州北部豪雨災害（ H24年7月) 

Vol.１［平成26年11月］ 

Ｆｒｏｎｔ Ｌｉｎｅ 国土交通省 九州地方整備局 



海上保安庁 
第十管区 海上保安本部 
巡視船「さつま」 

南海トラフ巨大地震への備え ～関係機関との連携による防災力向上～ 

■関係機関(海上保安庁、自衛隊等)との連携 
◎海上保安庁 第十管区 海上保安本部 巡視船「さつま」への、 
 九州地方整備局災害対策用ヘリコプター｢はるかぜ｣の着艦訓練 [H26年5月23日] 

◎平成２６年度自衛隊統合防災演習(２６JＸＲ)へ参加 [H26年6月2日～6月6日] 

関係機関への被害状況報告 国土交通省独自回線による被害状況把握 

◎海上自衛隊輸送艦「おおすみ」での災害対策用機械の輸送訓練 
鹿児島港より乗船 
（情報収集車） 

奄美港下船 
（衛星通信車） 

■自治体との連携強化 ～各県・政令市等防災訓練～ 
大規模災害時に円滑な防災対応により被害の最小化が図れるよう、 
総合防災訓練等で関係機関と連携した実動訓練を実施 〔写真は平成26年度〕 

排水ポンプ車による緊急排水訓練 
（筑後川・矢部川総合水防演習） 

調査観測兼清掃船「海煌」による航路啓開訓練 
（鹿児島県総合防災訓練） 

 
 

建設業協会等と連携した道路啓開訓練 
（熊本県・天草市総合防災訓練） 

情報収集車による情報収集活動状況 
（熊本県・天草市総合防災訓練） 

衛星回線（衛星通信車）を利用した通信確保訓練 
（熊本市総合防災訓練） 

鹿児島港から奄美港までの輸送訓練 
（平成25年度 鹿児島県総合防災訓練） 

九州地方整備局 
災害対策用ヘリコプター「はるかぜ」 

無人ヘリによるTEC-FORCE被災状況調査訓練 
（宮崎県総合防災訓練） 
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